
 

                           令和  年  月  日 

 高松 太郎 様

見  積  書 

作成者  

 

工事場所 高松市○○町○○番地 

 

有効期限 〇〇日 若しくは 令和〇年〇月〇日  

 

  

名称・仕様等 数量 単位 単価 金額 備考 

【補助対象】      

コンクリートブロック塀撤去

（処分共）※１ 

  34.8 ㎡ 〇,〇〇〇円 〇〇〇,〇〇〇円  

諸経費 １ 式  〇〇,〇〇〇円  

補助対象工事  小計    〇〇〇,〇〇〇円  

撤去部分の数量根拠 

 東面 高さ 1.4m×幅 12.0m＋高さ 1.０ｍ×幅４.０ｍ＝20.8 ㎡ 

 南面 高さ 1.4ｍ×幅 10.0ｍ＝14.0 ㎡                合計３４．８㎡ 

 

※１ 上記には、基礎、門柱・門扉・フェンス部分、ブロックの土が掛かっている部分

の撤去費用、仮設費、警備員の費用は、含んでいません。 

 

      

【補助対象外】      

土が掛かっているコンクリート

ブロック塀撤去（処分共） 
５．２ ㎡ 〇,〇〇〇円 〇〇,〇〇〇円 

 

基礎 撤去・処分共 ２６．０ ｍ 〇,〇〇〇円 〇〇〇,〇〇〇円  

門柱・門扉 撤去・処分共 １ 式  〇〇,〇〇〇円  

フェンス部分 撤去・処分共 １ 式  〇〇,〇〇〇円  

仮囲い １ 式  〇〇,〇〇〇円  

警備員（ガードマン） １ 人  〇〇,〇〇〇円  

諸経費 １ 式  〇〇,〇〇〇円  

補助対象外工事 小計    〇〇〇,〇〇〇円  

      

                    合計（税抜） 〇〇〇,〇〇〇円  

                              消  費  税 〇〇,〇〇〇円  

契約見込み額 合計（税込） 〇〇〇,〇〇〇円  

 

見積書の作成業者の住所、会社名、

代表者名、押印等 

所在地（様式第１号と同じ） 

 

見積書の作成日 

 

見積書 参考 記載例 

数量根拠は、図面

等に記載がある場

合は、必要ない 

補助対象外は含ん

でいないことを、

必要に応じて記載 

別途契約とする場

合は、記載の必要

はない 

補助対象部分のみを記載し、できる限り数

量や、根拠、及び、補助対象外を含んでい

ないことを記載してください。 

 

補助申請者の氏名 

 

諸経費は、補助対象と補助対象外

で按分するなど、適切に計上 

必要事項（補助対象）等が、明確に記載されていれば、

この記載内容によらなくてもよい 


